
10　　土　　　地

第11表

府　　県

年O
q
　
9
　
0
　
1

つ

J

　

3

　

4

　

4

和昭

昭　和　根　年

海

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

毒

素

莞

川

井

梨

野

阜

岡

知

重

墓

阪

覧

取

梶

山

島

口

島

川

媛

知

間

賀

慧

分

崎

歌

北
育
岩
官
秋
山
福
茨
栃
琵
千
憲
誓
石
福
山
長
岐
琴
一
覧
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
広
山
慧
愛
高
福
佐
彙
大
宮
鹿

府　県　別　民　有　地

本義は全声の各珊村（東京で－i区）が甜している上船帳または加硫課飴鮭に抽された土地のうち・地方欄鹿
＿＿　＿＿L▲．＿、山。占．‥山神磁爪射一日∫ゑ＋仙にかんする各年1月1Ⅰ］現在の数字である・
5灸．掛灸の鮭■こより課税の対象となる土地にかんす

千・・　・・日・ 地巨　体辛

15484469　44062Z91117736330565502759566　6194347238685

15574028　4480598112027も430922832668648　6546557554922

15720005　45228911119711430967082660923　6774097574457

15746992　45815381116545330977582646570　7003227589103

＝一・　：，

181186　1629150

192755　1487　864

192483　1399042

191414　1396376

15771招147535151181011530965452悶5752　72日9679585641閃2川1刷0127

薫
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
変
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
府
府

県
県
県
県
県
県
県
県
　
県
県
県
県
県
県
県
県
　
県
県
県

154139　　190832

192087　　350220

97730　　315523

137045　　205038

76795　　190＄31

109851　140045

140804　　217748

2描雛2篭喜獲
304941　7Z50早　　232436
344971

542307

413　252

342083

267　626
249　897

358　552

錯離日篭宣誓号

ミー：∴予言－’・

蔓…ほ用語日量毒重量等
；三、－ミ　ニ十　一二㌦

91238　　75214　1日22

離日　描

絹1毒撒き喜重量毒竜

十十ト予
吾妻箋重量日量第日撒

∴∴㌦・‥二一三
資　料　「日本統計年鑑」

233747　668011

73871　77965

72255　　81115

103436　　43895

111280

101698

104932
96　668

87　820

37　487

65　450

103455

5642

16　380

180　221

74　958

52972
46888

18　712

80142

64009

53208

86808

67　510

64　500
37　932

30　730

43　567

95039

133976

65265
83　400

86　459

86203

Z31川
37　826

54096

10125

15342

8　515

33　365

93　660

403341066577

12002　110392

13124　395263

15519　1281柑

11407　　86864

11285　146931

16500　276698

25401137794

17569　155617

16189　107777

28286　　6Z952

27799　121149

41002　　37438

30091　48403

21401　212286
9685　　46752

8259　　82275

6573　108755

6041　61602

17905　188916

∴十十・、二、・二・
∴∴　言・一・∴’：

32118　　7的7　29866　19528

・：・∵㍉∴誉

亘は日射離ほ

、∴∴∴・∴、・‥∴工

「∴十十立
言　∴∴∴

177　883

943

8　738

3

41

8

3

ささ

554048

79　308

143　590

9　333

63　839
40　561

45　959

16　530

1223　　12836

473　　　20　837
3　227

1530　　14585

2　581

5　072

18　233

3　540

0　　　5318

0　　　3098
11206

1491　　60640

15415

4　　　24851
4110

0　　　　4舶8

0　　　3621

7　　　3136

876

0　　　7653
1490

0　　　1363

18119

6　557

5177

3　　　4452

1　　6886

782

269

1528

3624

15　　22185

4　　19033

1　15362

728　　22796

32628

38　　20717
0　　38685

第　2　章

気　　　象



12　　気　　　象

第　2　章　　気

年間概況

昭和43年の大阪の気象状況をみると、年初は昨年に比

べ、大陸高気圧が南偏して張り出すことが多かったの

で、本邦付近は北に暖く西に冷たい気圧配置の型が持続

し、全般に気温は低目であったが、その後周期的な変化

をして慣喜郎こ暖くなり、高温少雨に経過した。

入梅は昨年より9日早く6月13日であったが、最盛期

になるにおよんで前線活動の活発な日が多く、7月2E］

には阪神地方に大雨が降り、その後も近畿地方で局地的

に大南が降った。しかし17日に前線が北上して梅雨あけ

になり暑さも平年にもどったが、夏期としては概して低

目であった。

本年は27個もの台風が発生したが、その中で掛こ8月

17日から18日にかけて台風7号の衰弱した低気圧から南

にのぴる前線上に雄大な積雲が発生して局地豪雨を降ら

し、岐阜県では観光バスが飛澤川に転落して50会名が死

亡するなどの事故が発生した。

秋から冬にかけては晴天が多く高温多照となり・冬型

気圧配眉になることが少く暖冬であった。

月別概況

1月は先月に引続きシベリア高気圧が発達し・南偏し

て張り出すことが多かったので本邦付近は北に暖かく、

西に冷たい気圧配置が持続したため、西日本は全般に気

温は低目に経過した。大阪は都市気候の彦撃もあって月

平均気温は平年並の4・Sqcであった。降水量は上旬と月

末に多く、中旬から下旬にかけてきわめて少なかった。

しかし月総量ははば平年並の42・0皿であった。

2月は大陸高気圧が発達して冬型気圧配置が持続し・

西日本は平年より2－30C低くさびしい寒さが続いた0

このため大阪の月平均気温は3．20Cで平年より1・70C低

かった。また台湾付近で発生した低気圧が発達して太平

洋岸をとおり、14日から15日にかけて雪となり、大阪市

内は1cm程度であったが北鋲の天王では68cmにもおよぶ

積雪を見た。なお月降水量は総じて平年並となった0

3月の天候は周期的な変化をし、気温は上旬かやや低

目、中旬は並、下旬はやや高目に経過し・2月の低温に

比べ3月は順調に噴くなり、月平均で平年よりやや高目

の8．9qCとなった。降水量も気圧の谷がとおるたびに雨

が降り平年並の96．0皿であった。

4月の上、中旬は高気圧におおわれて晴の日が多かっ

た。このため気温は高目に経過し、月平均気温は平年よ

り1．40Cも高かったが月降水量は好天の日が多かったこ

ともあって少なく、平年の85％にあたる104・0mであっ

た。

5月は高気圧におおわれることが多く4月に引続き高

気圧におおわれて五月晴れに恵まれた。掛こ雨が降り悪

象

天だった日は4、7、18、27日にすぎず高温少雨に経過

し、月平均気温は平年より0・4Dc上回る18・70Cであっ

た。

6月の上旬は高気圧におおわれて晴の日が多かった0

中旬に入って梅雨前線が北上し、本州南岸に停滞したた

め、13日から近後地方では梅雨の入りとなった。しかし

20日から23日までは高気圧におおわれ梅雨の中休みとな

ったが、再び25日から前線が接近して指雨の最盛卿こ入

った。

7月の前半は梅雨前線が本州南岸に停滞し・前線が活

発で2日には阪神地方を中心に大雨が降りその後も5

日、15日には近畿地方の所々で大雨が降った。しかし17

日には日本海の低気圧に連なる前線も北上し・つゆ明け

となった。

8月はじめは大きな気圧の谷に入ったため雲の多い天

気であったが、中旬の後半台風7号が接近し17日から18

酎こかけて局地豪雨を降らし、岐阜県では飛掛り事故が

発生した。また月末には台風10号が接近し九州から中国

地方を横断したため、曇りで俄雨の日が多かったが、月

給降水量は平年の81％に当る95・5mであった0

9月は本州南岸に秋雨前線が停滞することが多く、一

方南方洋上には台風12号から17号まで発生して西進又は

東方洋上を北東に進んだため、量り勝ちで雨の降る日が

多かった。このため例年のような残暑がなく低温傾向が

続き、月末になって平年より高い傾向に転じた。降水量

は中旬の発達した低気圧の通過によって降った雨と、月

末の台風16号の影響によるものを主に月総量は平年の

131％に当る223．5mであった。

10月上旬は本邦付近に前線が停滞することが多く、中

旬に入っても高気圧が北に偏り・下旬の前半は台風19号

の影響などあって、全般に雲の多い日が続き上旬を除い

て平年より低目に経過し、降水量はほぼ平年並の114・0

皿であった。なお台風は18号から22号まで発生した0

11月は移動性高気圧におおわれる日が多く、晴天が持

続した。気温は中旬より一時的に冬型気圧配置になって

冷え込んだ時間を除いて平年より高日に経過し・下旬に

は4－50Cも高い状態となり8月から掛、た低温傾向が

終り高温多矧こ経過した0したがって月平均気温は平年

より10C高い12．90Cであった。また降水量は少なく、

月総量は平年の40％に当る32・0皿に過ぎなかった。

12月は例年に比べ大陸高気圧の張り出しか弱く・移動

性高気圧と低気圧が交互に西日本付近を通過したため気

温は例年より高目となり、とくに上旬は5Ocも高目で

あった。したがって月平均気温は平年を30C上回る100

Cとなった。降水量も頻繁に低気圧が通過したため平年

の1．5倍に当る78．5mを記録した。
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第l表　　　　大　阪　管　区　気
木表は「近畿気象要覧」によったものである・

経　　緯　　度

位　　　　　　邑
東　　経1北　　緯

大阪市東区法円坂町6－25　　　135・31　　34・41

資　料　大阪管区気象台。

象　台

海面上高 創立年月日　ミ　主要材蓋の位置

水銀気圧計（海面上）
温　度　計（地面上）

挽形風速計（地面上）

23・1昭和43・8・l自記風圧計（地面上）
自記雨量計（地面上）

露　　壕（海面上）

第2表　　　　気　　象　　概　　況

本義は大阪管区気象台での観測概況である・平蝋嵐は1日相の平鯛から・鞘湿度は相対温度ともよぴ1日1回の測

定龍からその日の鞘値が計算される・重量は全天璽に被わ枇場合を1化し・雲の帥状態を0とした基数平均風速は0
平年各轟のうち睾印■i遇毛における最高最低および最大鐘である・持－24梓の全風程から求められている・
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資　料　「近畿気象要覧」

4．5　　3．3　　20．3　　西

4．9　　3．3　16．8　西南西
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第3l表　　　　　　天　気　の　概　況
本表は大阪管区気象台での観測結果による日数である．
なお区分中の降水量≧0．11nmが43年より降水量≧0■5mmに変更された。
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第5表　　　　気象官署区内観測所の降水量
本表は標記客観祀所において観測したものである．（）は欠別による誤差が隣接観測所の観測から推定して10g以下と考えられ

る数億である．
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第8蓑　　　　　大阪市内の地盤沈下量
本義は大阪市の委託により大阪琶区気象台が観測したもので（）は推計値。＠、⑱■i観那f声音の深さによって区別してある・

九　条l酉＿＿」を」島屋町

④；⑧；④l　⑧l A

昭和4…買主；歳三；呈蒜蒜
3　月　．＋0．21－0．07－0．17－0・03－0・58

、　∴∴‥－∵∴
7　月

8　月

9　月
10　月
11月
12　月

÷0．15－0．02－0．05÷0，06＋0．13
－D．73－0．25－0．27－0．12－0．72

－0．10－0．11－0．42－0．10－0，23

－0．94－0．25－0．32－0．39－0．31

－1．09－0，21－0．28－0．09－0．52

－0．58－0．07－0，09－0．20－0．23

天保山

④　■；⑧
田中町l姫　島

中之島

④l　⑧
十

－8．84－15．61－21．61－25．48－11．46－20・65－15・14－15・32－43・30
－3．68－11．80－10．02－8．60－6．90－2・06十3・55－5・28－29・73

－2．80－7．40－9．04－8．18【11．56－10・27－7・67－4・39－19・15

－2．92－7，80－7．53－5．77－9．86－1・22十Z■55－4・94－16・36

－4．川－7．川　一4．66－11・35－10・44－9・13－8・58－4・川－11・24

－0，07－0．67　－0．47　－0・69　－1・79－1・32－1■13　－0・25　－0・59

－0．45－0．65　－D．53　－1・40　－1・80－1・36－1・24　－0・64　－0■72

－0．28【0．8・【0．66　－2・09　－0・90－1・29－1・45　－0・37　－0・54

－0．47－1．19　－0．57　－0・22　－0・63－0・02±0・00－0・26　－0・43
÷0．02－0，78　－1．12　÷0．10　－0．22－0・19－0・11－0・22　－1・40

－D．13－0．28　－0．23　－0．64　－0．26－1・08－1・15・－0・20　－1・95

－0．20－0．43　－0．74　－1．88　－0・26－0・91－0・82　－0・23　－1・44

－1．11＋0．39　＋1．74　－3．85　－2・08－2・50－2・90　－0・88　－3■06

－0．47－0．43　－0．21＋0．77　＋0・04＋0・83＋1・08　－0・44　÷0・51

－0．32－1．46　－1．12　＋0・08　－0・44十0・63＋0・78　－0・37　－0・46

－0．37－0．88　－0．62　－0．83　－1・23－Ll8－0諸9　－0・56　－0・68
－0．25－0．46　－0．13　－0．70　－0．87肝0・74－0・75　－0■38　－0・48

資　料　大阪市総合計画局公害対策弧

第7表　　　　　全　国　気　象　概　況
本表の「平均相対湿乱は毎日3時、9軋15軋21時の相の観測値を、「平均気温」はこの相に更にい時・1狼18

時、2鵬を加えた合計【個の観測値を郡毎平均したものである・「快晴日」は日平均雲邑2・5束満をいい平均値は昭和6　35
年の平均値である．a）は昭和1ト35年の乎軋b）は2ト35年の平均である・
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人 口


